
仙台総合ペット専門学校　令和６年度　実務経験のある教員等による授業科目一覧

学 科 名 （ 修 業 年 限 ）

授業科目名
単位

時間数
実務経験

教員
シラバス

ページ番号
授業科目名

単位
時間数

実務経験
教員

シラバス
ページ番号

キャリアデザイン 30 キャットコース1 キャリアガイダンス 60 キャットコース14

コミュニケーショントレーニング 30 キャットコース2 ビジネスソフト実習⑵ 30 キャットコース15

ビジネスソフト実習⑴ 60 ○ キャットコース3 ドッググルーミング実習⑵ 240 ○ キャットコース16

ビジネスマナー 60 キャットコース4 キャットグルーミング実習⑵ 240 ○ キャットコース17

愛玩動物飼養管理学 60 ○ キャットコース5 キャットコミュニケーション⑵ 120 ○ キャットコース18

犬学 60 キャットコース6 ドッググルーミング学⑵ 60 ○ キャットコース19

ドッググルーミング学⑴ 60 ○ キャットコース7 ペットショップ販売学 30 ○ キャットコース20

ドッググルーミング実習⑴ 240 ○ キャットコース8 猫の繁殖学 30 ○ キャットコース21

しつけ入門 30 キャットコース9 猫学⑵ 60 ○ キャットコース22

猫学（１） 30 ○ キャットコース10 ペットの病気と健康管理 30 ○ キャットコース23

キャットグルーミング実習（１） 240 ○ キャットコース11 小動物飼育管理学 30 ○ キャットコース24

キャットコミュニケーション（１） 30 ○ キャットコース12 実務経験のある教員等による授業単位合計 840
猫の行動学 30 ○ キャットコース13

実務経験のある教員等による授業単位合計 750

合計 1,590

１年次

黄色表示の授業科目は実務経験のある教員等による授業科目

トリマー科キャットコース（2年）

２年次



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

11 電話をかける際の注意点・準備物

15 就職活動に向け個人面談 2年次に向けて就職活動の方向性を確認する

12 インターンシップ実習へ出向く際の注意点

13 封筒・お礼状作成の仕方

14 期末試験

電話をかける際の注意点を理解する

挨拶の仕方、現場スタッフへの対応方法を学ぶ

書類の郵送方法、お礼状作成の仕方を学ぶ

7 志望動機の作成の意味

3 インターンシップ実習の流れ インターンシップの流れを理解する

4

志望動機とは何かを理解する

授業概要

5 履歴書（身上書）の書き方・下書き 履歴書の正しい書き方を身に付ける

6 履歴書の下書き・ペン書きの練習

学習到達
目標

1.就職活動に向け書類（履歴書・志望動機）の作成方法や電話応対などを理解し、実施できる。
2.企業から求められる人材となるための更なるヒューマンスキルの向上を目指す。

評価方法

履歴書の必要性・相手が見るポイント 履歴書の必要性を理解する

1 授業の目的と今後の取り組み 授業の意義を理解する

2 場面に応じた適切な言葉の表現

授業科目名 キャリアデザイン

担当者名 佐藤　千穂・亀山　陽代里

実務経験

教科書
トリマー科

トリマーコース １年 後期

志望動機の書き方・ポイント

9 志望動機の作成（練習） 実際に作成し書く際のポイントを理解する

10 得意科目欄の作成 長所や得意科目を把握する

志望動機の書き方で気を付ける事を理解する8

敬語を理解する

必修 講義

科目種別

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

学科 学年 学期 授業方法
なし

履歴書や志望動機の際に作成方法を理解したうえで各自取り組み、CAが１人１人の作成したものを確認し
つつ進めていく。

評価は100点法と4段階法の併用。

キャットコース1



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

コミュニケーションの種類と違いについて理解する

話を聞く姿勢を身に付ける

対応する相手による話し方の違いを理解する

相手に伝わりやすい話し方を考え実践する

15 今までのまとめ

10 話す力・伝える力②（マジックフレーズ・敬語の種類）

11 プレゼンテーション①準備

12 プレゼンテーション②グループ発表

13 プレゼンテーション③クラス発表・講評

14 期末試験

9 話す力・伝える力①（話す時に気を付ける事）

4 メラビアンの法則について 第一印象について考える

5 バーバル・ノンバーバルについて

6
聴く姿勢①（相手の気持ちを考えた話の聴き方について
①）

7 聴く姿勢②（相手の気持ちを考えた話の聴き方について②（実践））

8 教えられ上手について 実習先での姿勢について考える

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション（コミュニケーショントレーニングとは） 授業の意義を理解する

2 オリエンテーション（学生マニュアル・防災マニュアル）

3 雇用される為には何が必要か エンプロイアビリティを理解する

実務経験

授業科目名 コミュニケーショントレーニング

担当者名 佐藤　千穂・亀山　陽代里

学習到達
目標

1.ペット業界で求められる人物になるため、エンプロイアビリティ（雇用される能力）を身につける。
2.「目配り」「気配り」「心配り」といった人と接するうえで相手に好感を与えることができ、、「教えられ上手」にな
る。
3.メモを取る重要性、話を聴く姿勢など社会人の基礎となることを授業で伝え、授業外でも実践できる。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業概要
実践やグループワークを通しながらコミュニケーション力の向上を目指していく。また社会人として必要となる知
識を身に付ける。

必修

教科書

学科 学年 学期
なし

授業方法科目種別

トリマー科
トリマーコース １年 前期 講義

キャットコース2



令和６年度　シラバス

単位数

1

時間数

60

時数

15 前期末試験 全経２級程度の内容（入力と文書作成）

16 編集機能（雑誌） テキストボックスのリンク、表のボックスデザイン

19 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

17 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

18 検定試験直前対策 全経２、３級の過去問題

12 編集機能（図版の活用） 画像の編集・効果、整列、順番、グループ化、頂点）

13 編集機能（段組、ワードアート） 段組、ワードアート、効果、ドロップキャプス

14 編集機能（図形） 図形描画（地図作成）、トリミング

9 編集機能（表の作成） 表作成（行、列の追加・削除・線種など）

10 編集機能（表の作成） 表作成（セルの結合・分割など）

11 編集機能（図版の活用） 画像、テキストボックスの利用

6 文書作成 編集（移動、コピー、削除など）

7 文書作成 編集（文字位置、インデント、箇条書き）

8 文書作成 縦書き文書と文字装飾

3 文書作成 簡単な文書を作成、文節変換

4 文書作成 文書ファィル管理、フォルダ作成

5 文書作成 ページのサイズ、行数、文字数、余白など

2 文字入力 ひらがな・カタカナ・漢字・英字・記号の入力

授業概要
ビジネス社会でパソコンは欠かせない道具（ツール）であり、ペット業界とはいえ例外ではありません。その中でもビジ
ネス文書の作成は特に求められるスキルであり、その手段としてワープロ、表計算ソフトの利活用があります。

学習到達
目標

ビジネスソフトのひとつである表計算ソフトの基本的な操作方法を理解します。MS-Wordを使用し、基本的な操作方法
を理解します。また、全国経理教育協会主催の文書処理検定（３・２級）の取得も目標とします。

評価方法 出席・課題取組・実技試験など総合評価

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション、PCの使い方 教科目標、windowsの操作など

授業科目名 ビジネスソフト実習（１）

担当者名 杉本くみ子

実務経験 Web制作・保守管理・書籍編集をおこなう企業で活躍している。

教科書

３０時間でマスターＷｏｒｄ２０１９ 学科 学年 学期 授業方法

（実教出版） トリマー科
キャットコース １年 通年 必修 実習

科目種別
３０時間でマスターExcel２０１９

22 基本的な表作成（編集） 表操作（行と列の操作）、データの移動とコピー

23 基本的な表作成（表示形式と罫線） 関数（平均）、計算式

20 オリエンテーション（表計算について）
Ｅｘｃｅｌの機能、画面構成、マウスポインタ、入力

21 基本的な表作成（計算式と関数） 計算式と関数の利用（合計を求める）、効率的な入力

26 基本的な表作成（見やすい様式） 表示形式と罫線

27 基本的な表作成（関数） 最大値・最小値、カウント

24 基本的な表作成（相対参照と絶対参照） 割合の計算、特定セルの利用、複写時の注意点

25 基本的な表作成（相対参照と絶対参照） 絶対参照（昨年比など様々な比較計算）

30 期末試験 表計算の基本（計算式、関数、編集）

28 基本的な表作成（セルの設定） セル保護、条件付き書式

29 基本的な表作成（関数） 端数処理

キャットコース3



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

電話の受け方・かけ方 電話の受け方・かけ方について

30 今までの復習

29 期末試験

21

5 ジョブパス過去問題の解答及び解説

8 ジョブパス過去問題の解答及び解説 教科書Ｐ89『PDCAサイクル』

9 ジョブパス過去問題の解答及び解説 教科書Ｐ66.67『席次について』

10 ジョブパス過去問題の解答及び解説 教科書Ｐ110『封筒の書き方』

11 指示を受けるポイント・報告・連絡の仕方 ５Ｗ２Ｈについて

12
敬語について 対応する人による敬語の使い方の違いを学ぶ

来客応対の基本

19

17

18

14 前期末テスト

15 試験の返却と今後の「ビジネスマナー」について確認

16

来客応対の流れ

受付・接客時の言葉遣いについて身に付ける

エレベーター・応接室への誘導の仕方やお茶の出し方
を身に付ける

13

ビジネスマナーとは ビジネスマナーの大切さを理解する

授業方法

トリマー科
トリマーコース １年 通年 必修

授業科目名 ビジネスマナー
担当者名 佐藤　千穂・髙橋　和也

実務経験

教科書

学習到達
目標

1..社会的、職業的に自立・自律した人間になるための考え方を持てる。
2.学生時代に身につけておくことを理解し、日々の生活に自ら良い変化を起こすことができる。
3.働く意義を考え、自分が何のために働くのかを理解することができる。
4.自らの職業観や勤労観といった概念の形成を前提に、ビジネス常識および、基礎的なコミュニケーション、情報の
利活用など、将来、職業人として適応するために身につけておくべき知識を評価する「ビジネス能力検定ジョブパス３
級」に合格する。

26 冠婚葬祭のマナーについて 冠婚葬祭のマナーについて理解する

27

ビジネス能力検定ジョブパス３級公
式テキスト

24 ビジネスシーンでの服装について スーツ選びのポイントや着方を学ぶ

25 会食のマナーについて 会食のマナーについて理解する

入退室について 面接を想定した入退室の作法について学ぶ

22

23 名刺交換のマナーについて 名刺交換のマナーについて

20

2 働く意識・８つの意識 仕事の基本となる８つの意識を理解する

教科書Ｐ22～Ｐ31『8つの意識』

教科書Ｐ98～Ｐ111『ビジネス文書について』

28

学科 学年 学期

講義

科目種別

授業概要
テストを使用しながらの講義や過去問を使用した模試を行い、間違えが多かった箇所は復習を行いながら確実な知
識定着を目指し、将来職業人として適応するために身につけておくべき知識を評価する『ビジネス能力検定ジョブパ
ス３級』合格をする。ジョブパス試験後も引き続きマナーなど社会人として必要な知識を習得する。

6 ジョブパス過去問題の解答及び解説

7 ジョブパス過去問題の解答及び解説 教科書Ｐ48～Ｐ53『報告・連絡・相談の仕方』

3 あいさつ・おじぎの仕方について おじぎの種類について理解する

4 ジョブパス過去問題を通して出題傾向を知る

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1

キャットコース4



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

15 愛玩課題報告問題の解答・解説（犬について①） 犬に関して理解する

16 愛玩模試５回目

19 愛玩課題報告問題の解答・解説（犬について③） 犬に関して理解する

17 愛玩課題報告問題の解答・解説（犬について②） 犬に関して理解する

18 愛玩模試６回目

12 愛玩模試４回目

13 愛玩課題報告問題の解答・解説(猫について③） 猫に関して理解する

14 期末試験

9 愛玩課題報告問題の解答・解説(猫について①） 猫に関して理解する

10 愛玩模試３回目

11 愛玩課題報告問題の解答・解説(猫について②） 猫に関して理解する

6 愛玩模試１回目

7
愛玩課題報告問題の解答・解説(エキゾチックアニマルに
ついて③）

エキゾチックアニマルに関して理解する

8 愛玩模試２回目

3 愛玩協会によるスクーリング講義 スクーリングで内容を理解する

4
愛玩課題報告問題の解答・解説(エキゾチックアニマルに
ついて①）

5
愛玩課題報告問題の解答・解説(エキゾチックアニマルに
ついて②）

エキゾチックアニマルに関して理解する

2 愛玩動物飼養管理士試験について②
愛玩動物飼養管理士試験に向けての勉強の
仕方を理解する

授業概要
夏休みに解いてきてもらった「課題報告問題」の解答・解説を教本とプリントを使用しながら学習していく。
また週1回、模擬試験を行い８割以上を合格点とし、点数が満たない学生は課題取り組みを行い確実な習
得を目指す。また、対策授業の中で正解率が悪かった箇所を解説していく。

学習到達
目標

1.愛玩動物飼養管理士試験　2級の全員合格を目指す。
2.愛玩動物飼養管理士について理解する。
3.動物についての様々な法律について理解する
4.様々な動物の飼育方法・習性・体の作り・病気を理解する。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 愛玩動物飼養管理士試験について①
愛玩動物飼養管理士試験とはどのようなもの
か理解する

授業科目名 愛玩動物飼養管理学

担当者名 佐藤　千穂・髙橋　和也・亀山　陽代里

実務経験 トリミングサロンでの実務経験がある

教科書

学科 学年 学期 授業方法
愛玩教本１巻・2巻

課題報告問題 トリマー科
キャットコース １年 通年 必修 講義

科目種別

22 愛玩模試８回目

23 愛玩課題報告問題の解答・解説（愛護史）② 動物愛護史について理解する

20 愛玩模試７回目

21 愛玩課題報告問題の解答・解説（愛護史）① 動物愛護史について理解する

26 愛玩模試１０回目

27 愛玩課題報告問題の解答・解説（法律）② 様々な動物に関する法律について理解する

24 愛玩模試９回目

25 愛玩課題報告問題の解答・解説（法律）① 様々な動物に関する法律について理解する

キャットコース3



30 本試験

28 模擬試験1問1答①

29 模擬試験1問1答②

キャットコース3



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

30 試験返却・1年間の振り返り

28 血統書について 血統書に何が記載されているのかを学ぶ。

29 期末試験

24 味覚について

25

26

27

犬の味覚について学ぶ

骨格形状や肢勢について 骨の付き方や肢勢などについて学ぶ

ドッグショー、スタンダードについて ドッグショーの役割について学ぶ

第９グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

21

22

23 歩様について 基本的な歩き方や歩様の種類について学ぶ

16

17

18 第７グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

19 第８グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

20

第５グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

各犬種のスタンダードを学ぶ。

第６グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

第１０グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

目の構造、形状、視覚のメカニズム 目の構造や形状、見え方について学ぶ。

14 期末試験

15 試験返却・今後の授業の流れについての確認

12 第３グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

13 第４グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

9 尾の種類

10 第１グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

11 第２グループ（沿革、用途、特徴、サイズ、各部の特徴）

7 被毛の種類・毛流について 毛流についてや被毛の種類、毛質を覚える。

8 耳の種類 耳の種類、形の違いについて学ぶ。

尾の種類、形の違いについて学ぶ。

各犬種のスタンダードを学ぶ。

5 歯の数・咬み合わせ 歯の種類、働きなどを覚える。

6 爪、パッドの構造 爪、パッドの構造を学び、覚える。

3 骨格名称（イラストを描き各パーツと名称） 骨の種類、構成、名称を覚える。

4 筋肉の種類（体高、体長　筋肉とそれぞれの役割） 筋肉の種類、働きを覚える。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 犬の祖先・進化 犬の歴史について知る。

2 犬体名称 各部位の名称を覚える。

授業概要
犬種別の特徴であるマズルの長さ、耳の形、目の形、尾の形などの違いを犬種図鑑を見ながら学習する。
感覚器官の人との能力の違いも合わせて学習する。

学習到達
目標

1.体を構成している骨格と犬体各部位の名称、歯についての基礎を理解する。
2.現在ジャパン・ケネル・クラブで登録されている各犬種のスタンダードに沿って起源、沿革、歴史、用途、性
格、各部の特徴、サイズ、被毛などを理解する。
3.ドッグショーの意義や審査基準、血統書に記載されていることを理解する。
4.犬種の特徴として現れる頭部、ボディ、イヤー、テールなどの形の違いを学習することにより各犬種の形態
の違いを理解する。
5.犬と人との感覚器官の構造、機能の共通点や相違点を学び日常生活のなかで細やに犬の表情、しぐさを
読み取り理解し、グルーミング実習に活かす。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

教科書

学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 犬学
担当者名 亀山　陽代里

実務経験

授業方法
最新犬種図鑑

写真で見る犬種とスタンダード トリマー科
キャットコース １年 通年 必修 講義

キャットコース6



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

24

リボンについて
サービスの一部として行われることの多いリボン付
けについて、ウィッグを用いて手順を学ぶ。

25

26

寄生虫
寄生虫に関しての理解を深め、予防、対処方法を学
ぶ。

23

シェットランド・シープ・ドッグ、ミニチュアダックスフンドにつ
いて

それぞれの犬種のグルーミング方法、ペットカットに
ついて理解する。

グルーミング犬種の飾り毛カット
板書とウィッグを併用しながら実際に見せることで、
カットする形、作業する際の注意点などを理解し、グ
ルーミング実習で実践できるようにする。

14
ヨークシャーテリアについて・ボディバリカン

ヨークシャテリアのスタンダード・グルーミング方法、
ペットカットについて理解する。

プードルについて
プードルのスタンダード・グルーミング方法、ペット
カットについて理解する。

21

22

20

12

18

19

15

シャンプーの方法や仕組み、用途を理解する。

13

9 犬の皮膚 犬の皮膚の構造について理解する。

10 犬の被毛

8 ハサミ・クリッパーと様々なトリミング器具について

それぞれの種類と構造・名称を学び、手入れ方法や
保管方法などを理解し、自身でもメンテナンスを行え
るようにする。また、業務全般の衛生管理の方法を
理解する。

11

6 爪の構造・肛門腺 爪の構造や肛門腺について理解する。

期末試験

17
ポメラニアンについて

ポメラニアンのスタンダード・グルーミング方法、ペッ
トカットについて理解する

16

7 耳の構造
耳の構造を理解し、掃除する際の注意点や犬種に
よる耳毛抜きの必要性・疾患を理解する。

犬の被毛の構造について理解する。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1

3
作業前に行う犬の状態確認・グルーミングの流れ

作業を開始する前に確認することを理解し、体調不
良などのトラブルを避ける知識を学ぶ。ブラッシング
等の目的を理解することで作業の重要性を知る。4

2

グルーミングの役割、トリマーとしての心構え
授業の目的を知り、生体を扱うという自覚を持って
実習に取り組める心構えを学ぶ。

5 シャンプー・リンスの役割、効能について

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
DOG　GROOMER

トリマー科
キャットコース 1年 通年 必修 講義

教科書

学科 学年 学期

授業概要
基本的にはプリント記入や板書をしつつ、補足説明も行いながら進める。
カットに関する授業の際にはウィッグを使用して見せながら授業を行う。

学習到達
目標

1.犬に対する美容の知識を習得する。
2.被毛や皮膚の構造、シャンプーの役割を知ることで自分が作業を行う際の注意点を覚えると同時に現場に出
た際を想定し、お客様への勧め方を習得する。
3.グルーミング作業の流れや作業方法も座学で知識を習得することにより、技術向上へ繋げる。

半野　あやの

科目種別

授業科目名 ドッググルーミング学（１）

担当者名

実務経験 トリミングサロンでの実務経験がある

キャットコース3



29 期末試験

30 テスト返却・振り返り・2年生に向けて 2年生で始まるトリミングについて意識を高める。

27

28

犬のワクチン 動物のワクチンについて理解する。

キャットコース3



令和６年度　シラバス

単位数

8

時間数

240

時数

30 １年次の総復習

長毛種のシャンプーとドライングを理解する

25 毛玉・もつれの状況を把握する

26
【モデル犬を使用】
1人でグルーミング作業を行う際の工程について

犬の扱い方を理解する

27 起こりうる怪我や事故について理解する

28

期末試験

29

22

【モデル犬を使用】
長毛種のグルーミングについて

≪使用するモデル犬の犬種例≫
プードル・ヨーキー・シーズーなど

長毛種のブラッシングを理解する

23 耳毛処理の必要性と方法を理解する

24

13
期末試験

14

15

【モデル犬を使用】
飾り毛のカットについて

≪使用するモデル犬の犬種例≫
ダックス・チワワ・柴犬・キャバリア・ＭＩＸなど

ハサミの持ち方・使用部位を理解する

16
足裏・足周り・肛門周りのカットする箇所の理
解と注意

17 クリッパーの使用方法を理解する

18 尻の飾り毛についてトリミング方法を学ぶ

19 腹下の飾り毛についてトリミング方法を学ぶ

20 胸の飾り毛についてトリミング方法を学ぶ

21 耳の飾り毛についてトリミング方法を学ぶ

11 【モデル犬を使用】
足裏・足周り・肛門周り・腹部のクリッピングまでの
作業工程の理解と実践

ドライングの工程と注意点を理解する

12 保定方法を身に付ける

5

【モデル犬を使用】
ブラッシング・コーミング・耳掃除・爪切り・シャンプー・ドラ
イングまでの作業工程の理解と実践

≪使用するモデル犬の犬種例≫
ダックス・チワワ・柴犬・コーギー・パグ
ゴールデンレトリーバー・ボーダーコリーなど

毛玉・もつれの状態を理解する

6 ブラッシングとコーミングの必要性を理解する

7 耳掃除の方法と注意点を理解する

8 爪切りの方法と注意点を理解する

9 シャンプーの種類と選択方法を理解する

10 肛門腺絞りの方法を学ぶ

3 犬（生体）を扱う上での注意点 生体を扱うことの大切さを理解する

4 ウィッグを使用してのブラッシング練習・清掃の大切さ
ブラッシング方法の理解・衛生面の大切さの
理解

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1
実習で使用する道具の配布と使用方法・注意点

道具の名称を覚える

2
各道具の持ち方や使用方法・注意点を理解す
る

授業概要
2人1組で1頭のモデル犬を使用して作業を行う。ブラッシングやシャンプーなど、犬に対する必要最低限の
手入れについて実践的に学んでいく。

学習到達
目標

1.犬体の造りを理解し、犬に負担がかからないように作業する意識を身に付ける。
2.各道具の使用方法や注意点を理解し、犬に怪我をさせないように作業を行えるようになる。
3.効率よく作業を行うためにその犬に合わせた保定方法を理解し、身に付ける。
4.ブラッシングから無駄毛のカットまでの全ての作業の工程について理解し、実践できるようになる。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
なし

トリマー科
キャットコース 1年 通年 必修 実習

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 ドッググルーミング実習（1）

担当者名

実務経験 トリミングサロンでの実務経験がある

半野あやの・畠山優子

キャットコース3



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

14 期末試験

15 トレーニングについて

12 オペラント条件付け
それぞれの違いを理解する。

13 試験対策

10 カーミングシグナル 犬と猫のカーミングシグナルの違いを理解する

11 学習の仕組み、古典的条件付け

6 行動　（社会行動）

行動について、それぞれの違いについてなどを理
解する。

行動　（異常行動）

7

8

9

4 行動　（個体行動）
行動について、それぞれの違いについてなどを理解する。

5 行動　（個体行動・社会行動）

2 本能　（社会的本能とは）

授業概要
動物がとって当たり前の行動を理解し許容することを学ぶために、行動に関して学びます。また、動物の学習
の仕組みを正しく理解することで、特定の場所や刺激が嫌われる（または好かれる）原因を考え、自身がどのよ
うに業界人としてかかわる必要があるか考えます。

学習到達
目標

1.犬の本能と行動を理解する
2.犬のボディーランゲージを知り、ストレスケアにつなげる
3.動物の学習の仕組みを理解し、サロンや病院等を嫌がる子への対応や特定の刺激を嫌いにさせない手法が
あることを知る

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 この授業で学習すること 本科目の内容を理解する

本能について、それぞれの違いについてなどを理解する
3 本能　（自衛本能、逃走本能、運動本能、遊戯本能）

授業方法
なし

トリマー科
キャットコース １年 後期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 しつけ入門

担当者名 澤口　桂

実務経験

キャットコース9



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

29 テスト返却（解答・解説）猫の遺伝についての基礎

猫の遺伝学

30 猫の遺伝についての基礎

パーティーカラーについて

26 トーティ・シェルについて

27 アグーティータビー・その他のカラーについて

28 後期末テスト

21 一般で飼育する事が難しい猫種 飼育が難しい猫の特徴を理解する

22

マッカレルタビーについて

猫のカラーパターンについて理解する

23

24 ソリッドカラーについて

25

19 猫の避妊・去勢のメリット・デメリット 避妊・去勢について理解する

20 猫種ごとの特徴・性格 ショップで取り扱う機会の多い猫種を理解する

17 猫に多い病気、ズーノーシスについて
猫種ごとのに多い病気、ズーノーシスについて
理解する

18 猫種ごとのに多い病気 猫種ごとのに多い病気について理解する

15 猫のボディランゲージについて 猫と犬のボディランゲージの違い

16 猫のワクチンについて 猫のワクチンの種類・注意点

12
猫の問題行動について 猫の問題行動の種類・予防・治療方法

13

14 期末テスト

9 完全室内飼育について 完全室内飼育の重要性について理解する

10 ライオンカットの意味、方法、必要性を学ぶ

11
猫の食性や食べてはいけないものについて理
解する

6 猫の飼育道具について 猫を飼育する時に必要な物について理解する

7
猫を迎える環境

猫を迎える時の注意点について理解する

8 猫が求める環境について理解する

学科 学年 学期 科目種別

3

猫の特徴・習性について

猫の体の作り（目・耳・鼻）について理解する

4
猫の体の作り（舌・四肢・肉球）について理解
する

5 猫の体の作り（ヒゲ・尾）について理解する

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション 本科目について理解する。

2 猫の歴史 世界各国での人と猫との関わり方学ぶ

授業科目名 猫学(1)

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

猫のしつけについて

猫のライオンカットついて

授業概要
猫の基本的な特徴や習性を確実に理解することを目標に、主に教科書を使用し、足りない部分はプリント
で補うようにしている。また、単元終了後に確認プリントを行い、確実な習得を目指す。

学習到達
目標

1.犬と猫の習性の違い、特徴の違いを理解しお客様に説明できるようになる。
2.猫の適切な飼育方法を理解する。
3.猫種ごとの特徴や性格の違いを理解し、お客様に適した猫種を紹介できるようにする。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
初めての猫　飼い方・育て方

トリマー科
キャットコース １年 通年 必修 講義

教科書

キャットコース10



令和６年度　シラバス

単位数

8

時間数

240

時数

29 期末試験

30 １年次の復習

バリカンによる猫のカットの技術を身に付ける27

28

23

24

猫種ごとによるグルーミングの違い
猫種ごとによるグルーミングの違い（シャン
プー・ドライングの違い）を理解する

25

長毛種を１人で仕上げられる様にする

26

猫のトリミング・長毛種のライオンカットについて

20

グルーミングの基礎（一般的なグルーミング　長毛　１人１
頭）

22

21

5
ブラッシングの基礎① 猫のブラッシングについて学ぶ

6

7
ブラッシングの基礎② 毛玉がある場合のブラッシングについて

8

16

15

14

17 グルーミングの基礎（一般的なグルーミング　長毛　２人１
頭）

18

19

期末試験

長毛種を完璧にする

爪切り・耳掃除 爪切りと耳掃除をマスターする

グルーミングの基礎（一般的なグルーミング　短毛　２人１
頭）

短毛種を完璧にする

9

10

11

12

13

評価方法
評価は100点法と4段階法の併用。

2

道具の使い方について
猫のグルーミングで使用する道具の使い方を
身に付ける

3

4

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 グルーミングとは
猫のグルーミングの重要性についてを理解す
る

科目種別

授業概要
道具の使い方の基本から、爪切り・耳掃除・ブラッシングなどグルーミングの基礎を学生のレベルに合わせ
た猫で進め、確実な技術を身につけていく。また作業ごとに復習を行い2年のグルーミング実習に向けて基
礎を完璧にする。

学習到達
目標

1.実習道具の正しい使い方をマスターする。
2.グルーミングの作業の流れを完璧にする。
3.猫の性格を把握し負担をかけないグルーミングをマスターする。
4.一人で1頭（短毛）をグルーミングできるようになる。

トリマー科
キャットコース 1年 通年 必修 実習

教科書

学科 学年 学期 授業方法
なし

授業科目名 キャットグルーミング実習（1）

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

キャットコース11



令和６年度　シラバス

単位数

1

時間数

30

時数

猫のコントロール⑧　各自のトレーニング

15 今までの復習

12 猫との関係について①
猫と人が幸せに暮らす為に何ができるかを考
える

13 猫との関係について②

14 前期末試験

4 猫のコントロール①　「おいで」を教える

それぞれのコントロールの仕組みを理解し
実践で出来る様にする。

5 猫のコントロール②　気が散る状況での「おいで」

6 猫のコントロール③　座れと待て

7 猫のコントロール④　猫の移動

8 猫のコントロール⑤　物を持ってくる

9 猫のコントロール⑥　ハーネスのトレーニング

10
猫のコントロール⑦　その他のトレーニング（お手・伏せ・
アップ）

11

2
トレーニングの動機づけについて トレーニングの仕組みを理解する

3

授業概要
教科書を使用しながら、実践も交えて確認して理解していく。また、猫の正しい扱い方や猫と人が幸せに暮
らす為にどのような知識が必要かグループワークなどで考えていく。

学習到達
目標

1.猫の習性と行動を理解する。
2.猫の基本的なコントロールの仕方を身に付ける。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 猫の本能（習性）について 猫と犬の違いを理解できるようにする

授業方法
キャットトレーニング

トリマー科
キャットコース 1年 前期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 キャットコミュニケーション（1）

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

キャットコース12



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

15 猫の排泄の問題行動の種類 問題行動を理解する

12 交尾行動における問題行動
問題行動を理解する

13 摂食行動における問題行動

14 期末テスト

10 猫の社会化の重要性、遊び行動について 猫の発育について理解する

11 猫の学習行動のパターンについて 猫の学習について理解する

8 鳴き声によるコミュニケーションについて 猫の伝達行動を理解いする

9 猫のストレスの原因・ストレスによる影響について 猫のストレスを理解する

6 問題行動ごとの薬の種類と副作用について
問題行動に対しての薬物療法について理解す
る

7 猫の耳・鼻・ヒゲ・目の特徴、猫種ごとの特徴 感覚器・神経系にもとづく猫の行動を理解する

3 猫の習性について 猫の歴史について理解する

4 猫の問題行動の種類
問題行動の判別ができるようになる

5 猫の問題行動の見極め方

2 猫が野生から家畜化されどの様に行動が変化してきたか。 猫の歴史について理解する

授業概要
教科書やプリントを使用して学習する講義授業と猫と触れ合いながらしつけの仕方を学ぶ実践授業で授業
を進めていきます。

学習到達
目標

1.猫の習性について理解する
2.猫の問題行動について理解する
3.猫の問題行動ごとの治療方法や予防方法を理解する。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション
本科目について（到達目標・進め方）を理解す
る

授業方法
なし

トリマー科
キャットコース 1年 後期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 猫の行動学

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

キャットコース13



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

29 期末試験

30 ２年間の学校生活まとめ
2年間の復習と今後の人間関係の構築の大切
さを理解する

27 冠婚葬祭について 慶事や葬儀などのマナーについて理解する

28 クレーム対応 クレーム時の対応と対策について理解する

25 ワークルールについて 労働法について学ぶ

26 年賀状作成 内定先企業に年賀状を作成する

23 注意の受け方 注意を受けた際の姿勢を学ぶ

24 離職率について 離職率を把握し、働き方を考える

20

職場のルール
良い人間関係を築くために相手を不快にさせ
ないための注意点や職場が効率的に進める
ための配慮に関して理解する21

22 心証　「Ｄ言葉」について
自らの言動によって相手にどの様な印象を与
えるのかを理解する

17 一般常識問題

18

計算問題
商品の販売やサービスを提供する際に必要と
なる料金の計算方法を学び、電卓を使用せず
に計算する能力を身に付ける19

16 後期の就職活動や授業内容について 今後のスケジュールや内定後の注意点を確認する

12
グループ模擬面接

話し方から受ける印象の理解
複数を相手にする際の注意点を把握する
相手に伝えることの難しさを感じる13

14 期末試験

9 面接対策（入退室・面接内容）
面接時のマナーや流れの理解
第一印象の大切さの理解
効果的な話し方と対策を考える

10
個人模擬面接
（入退室・面接内容）

11

15 試験返却・解答解説

5 就職活動シート作成

6 自己分析シート作成
自身の強みと弱みを理解する
向上と改善策を考える

7 作成した自己分析シートの講評・手直し

8 受験報告書の作成について

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 求職票の作成/春季インターンの感想

就職活動を行うための情報収集の理解
インターンシップに向けての準備

2 就職活動の流れ

3 2年時の資格試験のスケジュール確認と申込

4 求人票の見方について

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
配布資料（プリント）

トリマー科
キャットコース 2年 通年 必修 講義

教科書

教科書は使用しない 学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 キャリアガイダンス

担当者名 佐藤　千穂

実務経験

授業概要
主に講義形式で就職対策（履歴書・志望動機・面接対策・一般常識）を行い、面接対策に関しては実技を
踏まえ、実践的に身に付ける授業を展開していく。また、企業が求める人材像を理解し、必要とされる職務
知識や仕事に臨む心構え、姿勢を身につける。

学習到達
目標

1.企業が求める人材像を理解し、魅力のある人間になるためのエンプロイアビリティを身に付け、実践できる。
2.就職活動をするために必要となる能力（履歴書・志望動機等）を身に付け、主体的に就職活動ができる。
3.社会に出た際に良好な人間関係を構築できるコミュニケーション能力を身に付け、実践できる。

キャットコース14



令和６年度　シラバス

単位数

1

時間数

30

時数

17 利用方法の応用 マルチワークシート、ワードとの連携

15 データベース関数 条件付きの合計・平均・最大・最小・カウント

16 期末試験 ここまでのまとめ

13 データベース機能（分析） クロス集計

14 文字列処理 文字列の分解、結合他

11 データベース機能 便利な入力方法、ウィンドウ操作、並べ替え

12 データベース機能（分析） データの抽出、グループ集計

9 文字列処理 文字の長さ、取り出し、変換、結合

10 文字列処理 字列・数値の返還

7 表検索 Hlookup関数の理解

8 表検索 Ｉｎｄｅｘ関数の理解

5 検定試験対策（順位付けと並べ替え） 全経文書処理3級（学習範囲以外について）

6 表検索 Vlookup関数の理解

3 グラフ作成 折れ線グラフ、円グラフ

4 グラフ作成 ３Dグラフ、複合グラフ、レーダーチャート

2 グラフ作成 作成する際の注意点、棒グラフ

授業概要
ビジネス社会でパソコンは欠かせない道具（ツール）であり、ペット業界とはいえ例外ではありません。その
中でもビジネス文書の作成が求められるスキルであり、その手段としてワープロ、表計算ソフトの利活用が
あります。

学習到達
目標

ビジネスソフトのひとつである表計算ソフトの基本的な操作方法を理解します。MS-Eｘelを使用し、基本的な操作方法を
理解します。ｌまた、全国経理教育協会主催の文書処理検定（３・２級）の取得も目標とします。

評価方法 出席・課題取組・実技試験など総合評価

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション（1年次の復習） 計算式、関数、その他基本事項

授業方法
（実教出版）

トリマー科
キャットコース ２年 前期 必修 実習

科目種別

教科書

３０時間でマスターＥｘｃｅｌ２０１９ 学科 学年 学期

授業科目名 ビジネスソフト実習（２）

担当者名 加藤　朗

実務経験 なし

キャットコース15



令和６年度　シラバス

単位数

8

時間数

240

時数

30 その他の犬種のカットについて

27

28

29 期末試験

様々な犬種のカットスタイルについての理解（容姿・骨格）
お客様のモデル犬で、要望に合ったカット方法
を学ぶ

21

22

23

24

25

26

12

13

15

プードルのペットカット方法について

プードルのカットについて理解する。

16

17

18

19

尾、下腹部、足指のクリッピング 

20

14 期末試験

9

10

5

皮膚に異常がある場合の対応の仕方 皮膚の異常を見極める力を身に付ける6

7

11

プードルの特徴についての理解（容姿・骨格） プードルのカットについて理解する。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション
本科目について（到達目標・進め方）について
理解する

2

暴れる犬の抑え方、テーブルマナーについて 保定・テーブルマナーの技術を身に付ける3

4

8

鋏の動かし方の確認・注意点 鋏の使い方をしっかりと理解する

授業概要
2人で1頭を仕上げる事を目標にし、ブラッシング・爪切りからシャンプー・カットまでを一つの作業が終わる
ごとに講師から指導し直していく。また、様々な犬種のカットを学べるように毎回カルテを確認して犬を割り
振っている。

学習到達
目標

1..グルーミングを行う目的を理解し、器具の名称、適切な使用方法を身に着ける。
2.皮膚の異常に気付く事ができ、適切な対応を取れるようになる。
3.犬種の特徴について知り、犬種ごとに合ったカットができるようにする。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
なし

トリマー科
キャットコース 2年 通年 必修 実習

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 ドッググルーミング実習（２）
担当者名 半野あやの・畠山優子

実務経験 トリミングサロンでの実務経験がある

キャットコース16



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

120

時数

30 ショーキャットのカットについて
猫種ごとの特徴をより際立たせるカットの方法
を身に付ける。

28 ショーキャットのカットについて
猫種ごとの特徴をより際立たせるカットの方法
を身に付ける。

29 期末試験

24

担当制によるグルーミングの実施
２週間、担当の猫を自分でシャンプー等を考え
て仕上げていく。その猫種に適した方法を理解
する

25

26

27

21

ショーキャット用のシャンプーの仕方について

猫の毛色に合ったシャンプー選びや、カラー
シャンプーにの種類と効能を理解できるように
する。
また、ショーキャットの時のセットアップの仕方
を身に付ける。

22

23

16 復習

17 アメリカンカールロングヘア①

アメリカンカールロングヘアの毛質を考えて
シャンプーを選べるようになる。アメリカンロン
グヘアの特徴を生かしたセットアップができる
様になる。

18 アメリカンカールロングヘア②

19 アメリカンカールロングヘア③

20 アメリカンカールロングヘア④

14 ここまでの復習

15 期末試験

11

猫のサマーカット・部分カット
猫にバリカンをかける時の注意点と基本的な
カット方法を身に付ける

12

13

7
長毛（メインクーン）①
メインクーンの特徴を知る

メインクーンの毛質を考えてシャンプーを選べ
るようになる。メインクーンの特徴を生かした
セットアップができる様になる。

8
長毛（メインクーン）②
メインクーンの被毛について

9
長毛（メインクーン）③
メインクーンのシャンプーの仕方について

10
長毛（メインクーン）④
メインクーンのドライング、セットの仕方について

3
長毛（ノルウェージャンフォレストキャット）①
ノルウェージャンフォレストキャットの特徴を知る

ノルウェージャンフォレストキャットの毛質を考
えてシャンプーを選べるようになる。ノルウェー
ジャンフォレストキャットの特徴を生かしたセッ
トアップができる様になる。

4
長毛（ノルウェージャンフォレストキャット）②
ノルウェージャンフォレストキャットの被毛について

5
長毛（ノルウェージャンフォレストキャット）③
ノルウェージャンフォレストキャットのシャンプーの仕方に

6
長毛（ノルウェージャンフォレストキャット）④
ノルウェージャンフォレストキャットのドライング、セットの仕

2 1年の復習②

授業概要
一人で一頭、長毛の猫種を仕上げられる事を目標にし一つの作業が終了した時点で講師がチェックを行い
指導していく。また、同じ猫種が当たらないように毎回、カルテを確認し様々な猫種を扱えるようにしてい
る。

学習到達
目標

・一人で1頭、長毛の猫種を仕上げられるようになる。
・猫種ごとのスタンダードに沿ったセットアップができるようになる。
・猫のカラーバリエーションを理解する。
・猫のカット（バリカン・ハサミ）を扱えるようになる。
・猫に負担をかけないグルーミング方法を身に付ける。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 1年の復習①

授業方法
なし

トリマー科
キャットコース 2年 通年 必修 実習

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 キャットグルーミング実習（２）

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

キャットコース17



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

120

時数

30 総まとめ

27 猫の問題行動や飼育方法について説明

28 猫の問題行動や飼育方法について説明

24 猫種ごとの説明（５．ベンガル）

25 猫種ごとの説明（６．ペルシャ）

26 猫種ごとの説明（５．その他の猫種）

猫種ごとの説明（４．マンチカン）
猫種ごとのお客様への説明の仕方を身に付け
る

21 猫種ごとの説明（２．スコティッシュフォールド）

22 猫種ごとの説明（３．メインクーン）

23

29 期末試験

14
地域猫の現状を知り飼い主様へ伝える適切な飼育方法を
考える②

16 ここまでの復習

20 猫種ごとの説明（１．アメリカンショートヘア）

15 期末テスト

17
アジリティーを通し猫の行動を理解する
お客様への説明について①

ロールプレイングマニュアルを使用しお客様へ
の説明の仕方を身に付ける

18
アジリティーを通し猫の行動を理解する
お客様への説明について②

19
アジリティーを通し猫の行動を理解する
お客様への説明について③

13
地域猫の現状を知り飼い主様へ伝える適切な飼育方法を
考える①

11 猫のコントロールの仕方(アジリティー）②

12 猫のコントロールの仕方(アジリティー）③

9 不適切な動作を直す②

10 猫のコントロールの仕方(アジリティー）①

7 猫のフセと待て

8 不適切な動作を直す①

4 猫の社会化の重要性について

5 問題行動に対しての飼い主様へのアドバイスの仕方①

6 問題行動に対しての飼い主様へのアドバイスの仕方②

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 1年次の復習 基本的なトレーニング方法を身に付ける

2 猫の問題行動の見極め方

行動学を理解する3 問題行動学ごとの薬の種類と副作用について

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
猫の問題行動

トリマー科
キャットコース 2年 通年 必修 講義

教科書

学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 キャットコミュニケーション（２）

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

授業概要
座学で理論を学んでから実践という形をとっている。またキャットトレーニングやアジリティーで猫の行動学
を学ぶと同時に猫の魅力を伝える方法もグループワークなどを通し考えていく。

学習到達
目標

・猫の習性を理解する。
・飼い主様が苦しむ問題行動に対し、適切なアドバイスが行えるようになる。
・接客技術を身に付ける

キャットコース18



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

26

プードルトリミングにおける基礎とスタンダード
のトリミングを学ぶ

要望の多いアレンジカットを学ぶ

30 期末試験

シャンプーの選択について

薬用シャンプーの種類を理解し、適切な選択
方法を学ぶ

薬用シャンプーについて

27

28 オーラルケアについて 犬のオーラルケアの方法を学ぶ

29 トリミングサロンでのオプションサービスについて
トリミングサロンで行われているオプションサー
ビスの種類について学ぶ

2 マルチーズについて マルチーズのカット方法を学ぶ

3 シー・ズーについて シー・ズーのカット方法を学ぶ

22
シニア犬のトリミング方法について シニア犬の扱い方を学ぶ

23

24
シャンプーの種類を理解し、適切な選択方法
を学ぶ

25

19 テリアの被毛について プラッキングの意味や方法について学ぶ

20
ノーフォークテリアについて

トリミングに繋がるスタンダードの理解
部位による㎜数の把握とスタイルの理解

21

トリミングに繋がるスタンダードの理解
頭部とネックの作り方を学ぶ

18

15
アメリカン・コッカー・スパニエルについて トリミングに繋がるスタンダードの理解

16

11

14 期末試験

17
ビションフリーゼについて

プードル　ぺット・クリップ【ケネル＆ラムクリップ】

プードル　ぺット・カット【アフロなどアレンジカット】

8

12

13

9

10

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 グルーミング用語について 1年時の復習と今後も使用する用語の理解

4

ミニチュア・シュナウザーについて

トリミングに繋がるスタンダードの理解
バリカンの部位による㎜数の違いと特徴ある
頭部の作り方を学ぶ
モヒカン、テディ、耳の作り方の違いを理解す
る

5

6

7

授業概要
一般で飼育頭数の多いトリミング犬種を取り上げて、犬種別のスタンダード、バランス、クリッパーの入れ
方、シザーの使い分けを学びその犬種らしさを引き出すトリミングの技法を学習する。

学習到達
目標

１．トリミング犬種別のスタンダード（特徴、被毛、毛色、頭部、胴、四肢など）をよく理解し、その犬種に必要な道具を正
しく使用し、クリッパーライン、シザーリング法を理解する。
２．犬種のスタンダードにより近づけられるよう、トリミングの仕方（短所、長所、毛質の改善など）を理解する。
３．応用のペットクリップを身につける。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法

トリマー科
キャットコース 2年 通年 必修 講義

科目種別学科 学年 学期
DOG　GROOMER

教科書

授業科目名 ドッググルーミング学（２）

担当者名

実務経験 ペットショップにてトリマーとして勤務経験有

半野　あやの

キャットコース19



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

15 期末試験

13 ペットシーツと猫砂について
ペットシーツ・猫砂のタイプや素材別の特徴に
ついて学び、素材ごとの違いと吸収性について

14 購入するポイントについて
お客様の購買意欲を高めるための手法や説明
方法について学ぶ

10
猫について

猫に関して特徴や販売されることの多い猫種を
ピックアップして販売時の注意点を学ぶ

11

12 フードについて 5大栄養素やフードの特徴について学ぶ

6 社会化期について 犬の社会化期の時期と特徴について学ぶ

7 チワワについて

特徴や販売する際の注意点を学ぶ8
トイ・プードルについて

9

4 健康管理をする際のポイント
健康管理の際、犬体格部別でチェックするべき
箇所を理解する。

5 感染症とワクチン 感染症の種類とワクチンの内容について学ぶ

2
生体販売について

ペット・ショータイプの違いや販売時の注意点を
学ぶ、お客様に販売する際の確認事項につい
て理解する3

授業概要
一般の飼い主様が頻繁に購入する商品やその年毎に流行している商品を紹介し、その内容について講義
形式で授業を行う。
また、動物販売時の注意点、フードや栄養学、販売時に必要とされる犬種・猫種別の特徴を学ぶ。

学習到達
目標

１・ペット販売時の注意点と販売する責任を理解する
２・主要犬種の特徴・注意点について理解する
３・猫の特徴と販売時の注意点について理解する
４・犬猫用品の使い方と注意点について理解する
５．ペットフードの特徴と栄養素について理解する

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 生き物を仕事として行う責任について 動物を販売する責任について理解する

授業方法
ペットビジネスプロ養成講座
ペットショップ基礎＆実践 トリマー科

トリマーコース ２年 前期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 ペットショップ販売学

担当者名 佐藤　千穂

実務経験 ペットシッター・ペットホテルで勤務経験あり

キャットコース20



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

16 期末試験

17 今までの復習と子猫の健康管理について

14 雌猫のアフターケア・妊娠中の栄養・健康管理について
交配の過程、妊娠中の健康管理について理解
する

15 出産のリスクについて 出産のリスクについて理解する

12 生殖のストレス・雌猫の繁殖障害
繁殖の問題について理解する

13 交尾の拒否・身体的な異常・先天的な奇形

7 季節性発情・性成熟期・交配適期について

交配の時期について理解する

8 猫と犬の発情の違い

9 論理的な交配時期

10 人工的な発情誘起

11 発情の防止・休止期・無発情期について

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 猫の繁殖の仕組みについて 繁殖の目的について考える

2 健康状態と栄養状態について

繁殖猫の選択と健康状態について理解する

3 品種の標準規格の比較・品種の遺伝学について

4 雌猫の選択と検査・気質

5 繁殖動物に必要な栄養について

6 種雄の選択について

授業概要
教科書やプリントをしようし講義で身につけていく。単元毎に復習プリントや確認プリントを実施し、理解が足
りない箇所は復習を行い確実な知識を身につけていく。

学習到達
目標

・猫と犬の繁殖の違いを理解する。
・繁殖する目的とリスクを理解する。
・猫の状態に合わせた健康管理を理解できるようにする。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
なし

トリマー科
キャットコース ２年 後期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 猫の繁殖学

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

キャットコース21



令和６年度　シラバス

単位数

4

時間数

60

時数

34 今までの復習

31 猫に必要な栄養素とその働き

栄養学について理解する

32 離乳食について・離乳食の作り方・与え方

33 期末試験

28 ここまでの確認テスト

29 毛色に関連した遺伝子記号について

遺伝子について理解する

30 毛色以外の遺伝子記号について

24 ブリーダーの役割、繁殖方法について

繁殖についての規則とルールを理解する

25 交配の時期・妊娠の特徴・出産の準備

26 メンデルの法則・優性の法則について

遺伝について理解する

27 遺伝に関する用語について

21 ここまでの確認テスト

22

CFAで公認されていない猫種と理由
公認されていない猫種の理由と特徴を理解す
る。

23

18 キャットショーの意義について

キャットショーについて理解する19 クラス分けについて、審査方法について、タイトルについて

20 審査の進め方・見学のマナーについて

16 期末試験

17 ここまでの復習

13 ノルウェージャンフォレストキャット・オシキャット

14 ペルシャ・ラグドール・スコティッシュフォールド

15 ここまでの復習

9 ここまでの復習

10 エジプシャンマウ・ヨーロピアンバーミーズ

猫種ごとのスタンダードについて理解する

11 エキゾチックショートヘア・ジャパニーズボブテール

12 ラパーマ・メインクーン・マンクス

5 アビシニアン・アメリカンショートヘア、アメリカンカール

猫種ごとのスタンダードについて理解する
6 アメリカンボブテール・ブリティッシュショートヘア・ボンベイ

7 バーマン・バーミーズ・シャルトリュー

8 コーニッシュレックス・デボンレックス

3 コンディションの意味について コンディションについて理解する

4 猫の体の部位の名称 猫の体の部位の名称を理解する

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション
本科目について（到達目標・進め方）について
理解する

2 ショーキャットにおけるスタンダードについて スタンダードについて理解する

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授業方法
スタンダード

トリマー科
キャットコース 2年 通年 必修 講義

教科書

学科 学年 学期 科目種別

授業科目名 猫学（２）

担当者名 山下　慈

実務経験 キャットショーの審査員として活動中

授業概要
ショースタンダードを使用し猫種ごとの違いを座学で学習していく。また、生体がいる場合には直接学生に
見て触れてもらい理解できるようにしている。また、実際に見る事ができない猫種に関しては視覚教材やプ
リントなどを使用して授業を進めている。

学習到達
目標

・猫種ごとのスタンダード（標準体型）を理解する。
・猫種ごとの性格・習性の違いを理解する。
・上記を理解した上でお客様に合った猫種を紹介できるようにする。

キャットコース22



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

14 期末試験

15 試験返却・その他よく見る疾患について
比較的身近な疾患（ヘルニア・胃捻転・成形疾
患）について学ぶ

12 呼吸器疾患について 呼吸器疾患の予防と管理方法について学ぶ

13 犬のバイタルチェックについて（実習授業）
体温や体重、心拍数の計り方やその際の犬の
扱い方について学習し、身に付ける

10 皮膚疾患とスキンケアについて
皮膚の病気による変化や身近な疾患、薬用
シャンプーの使用方法について学ぶ

11 心臓疾患について
心臓の働きと心疾患について学び、心臓を
患っている動物に対しての注意点を理解する

7 熱中症について
熱中症の症状やかかりやすい犬種と環境につ
いて学ぶ

8

不妊・去勢について
不妊・去勢の必要性とそれに関連する疾患に
ついて学ぶ

9

5 フィラリア症について フィラリアの症状や予防法について学ぶ

6 寄生虫について 犬猫に寄生する外部寄生虫について学ぶ

3 ワクチンについて ワクチンの原理や接種時に注意点について学ぶ

4 感染症について 犬猫のウイルス性感染症について学ぶ

2 解剖・生理学
基本的な骨格（骨の名称）と筋肉の名称、内蔵
の名称と働きについて学ぶ

授業概要
基本的に講義形式で授業を行う。動物の基本的な解剖学・生理学から学び、特に遭遇する頻度の高い病
気や社会的に重要な病気についての講義を行う。実践で使えるように、聴診器の使い方などの実習も行
う。

学習到達
目標

1.　動物を扱う仕事に就く上で、動物の健康管理などの理解を深め、それを飼い主様に説明ができるようなトリマーにな
る。
2.　動物福祉について考え、将来動物福祉的観点も意識できるトリマーになる。

評価方法 評価は100点法と4段階法の併用。

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 オリエンテーション・動物とは・命とは
一人一人が思う動物（ペット）とは何か。その役
割は何か。

授業方法
わかる犬の病気

トリマー科
キャットコース ２年 前期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 ペットの病気と健康管理

担当者名 川村　康浩

実務経験 院長（獣医師）として動物病院を経営している。

キャットコース23



令和６年度　シラバス

単位数

2

時間数

30

時数

15 後期末試験

13 チンチラについて①
ペットとして使用されるまでの歴史と現状につ
いて/チンチラが人気の理由を知る

14 チンチラについて② チンチラの種類と特徴、飼育用品を理解する

11 ハムスターについて②
ハムスターの種類と特徴、飼育用品を理解す
る

12 ハムスターについて③ 症状と原因、予防法について理解する

9 フェレットについて③
飼育に必要な用品について理解する/病気に
ついて

10 ハムスターについて①
ペットとして使用されるまでの歴史と現状につ
いて/ハムスターが人気の理由を知る

7 フェレットについて①
ペットとして使用されるまでの歴史と現状につ
いて/フェレットが人気の理由を知る

8 フェレットについて② フェレットの種類と特徴を理解する

5 ウサギについて④
ケージからの出し方、戻し方を身に付ける
保定方を身に付ける

6 ウサギについて⑤ 生活環境としつけ/病気について

3 ウサギについて② ウサギの種類と特徴を理解する

4 ウサギについて③ 飼育に必要な用品について理解する

2 ウサギについて①
ペットとして使用されるまでの歴史と現状につ
いて/ペットウサギが人気の理由を知る

授業概要
ウサギ、ハムスターを中心にペット飼育に至るまでの歴史と生理・生態、適切な飼育及び管理方法について
学ぶ。また、生体を用いた保定方法についても実践しその技術を身に付ける。

学習到達
目標

１、小動物（被捕食動物）がいかにデリケートな生き物であるかを理解する。
２、小動物の生理・生態を理解することで適切な飼養管理をすることができる。
３、お客様に伝えられる知識を得る。

評価方法 筆記試験

授　業　内　容 到達目標・学習課題など

1 エキゾチックアニマルの定義について

授業方法
教科書は使用しない
配布資料（プリント） トリマー科

トリマーコース ２年 後期 必修 講義

科目種別

教科書

学科 学年 学期

授業科目名 小動物飼養管理学

担当者名 佐藤　千穂

実務経験 ペットシッター・ペットホテルでの実務経験がある。

キャットコース24


